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2016年（平成28年） 　3月27日日発行

2……市史だより　　3⃞……平成28年度市税ごよみ
6……4月の二次救急実施病院、スポーツ少年団員を募集　　
7……保護司会だより　　8……ひまわり、名張桜まつり

人口と世帯数
3月1日現在　（　）は前月比

  健康支援室　  63‐6970「よくバリ青春体操」のＤＶＤ制作現場

キーワードはキーワードは

まちじゅう元気まちじゅう元気にに‼‼

人口　80,399 人（ー 21人 )　　男　38,842 人 （ー 13人）　女　41,557 人（ー 8人）　世帯数　33,280 世帯（＋ 11世帯）

私たちの地域でも、高齢化が急速に進んでいます。このような中、
認知症に対する理解を地域全体で深める必要性を感じ、子ど
もから大人までが、認知症に対する正しい知識を持ち、対処

できるようにしていきたいと考えました。
　そこで地域ぐるみで認知症サポーター養成講座の受講や、昨年、タッ

チパネル式の認知症スクリーニン
グ機器を導入。認知症の予備軍を
早期に発見し、認知症を予防する
ような取組みを始めていきます。

健康づくりは気軽にできるも
のから。その一つがウォー
キングだと思います。しか

し、坂の多いつつじが丘・春日丘

の住宅地は、ウォーキングするにも膝などへの負担が大きいです。また、
公民館で企画したハイキングでも、足腰が弱っている人が目立ち、少し
遅れ気味になる人が気になりました。そこで高齢者なども気軽にできる
専用ポールを使ったノルディクウォーキングを企画するなど、体力づく
りにも取組んでいます。

地域の皆さんが
いつまでも健
康で安心して

暮らしていける、そし
て地域での支え合いが
できる、ふところの深
い地域を目指して取組
んでいきたいです。

●●● 地域ぐるみで認知症の理解を深める取組などを実践 つつじが丘・春日丘自治協議会

写真左から青
あおやぎ

柳 登志夫さん、小
こ び き

引 福夫さん、
古川 高

たかゆき

志さん認知症スクリーニング機器を導入

“生涯現役”“生涯現役”
“地域の支え合い”“地域の支え合い”

平成 22年は国勢調査、平成 37年は国立社会保障・人口
問題研究所『日本の地域別将来推計人口』（平成 25年 3
月推計）より

名張市

平成22年 平成37年
総人口（人）

全国

高齢化率（％）
80,284

22.6

推計人口

【高齢化率の将来推計】

【核家族世帯の割合】

総人口（人）

高齢化率（％）

67.5％ 全国

平成 22年国勢調査より

56.3％

1億2,806万7千

23.0

72,333

35.0

1億2065万6千

30.3

ベッドタウンのまち
人口減少と急速な高齢化

名張市

核家族が多い

＝ 数字で見る名張の現状 ＝

　名張市は、全国の倍のスピードで高齢化が進んでいきます。　名張市は、全国の倍のスピードで高齢化が進んでいきます。
　そうした中、いつまでも住み慣れたところで元気で暮らすためには、　そうした中、いつまでも住み慣れたところで元気で暮らすためには、
普段から自分の健康づくりや介護予防に心掛けることはもちろんのこ普段から自分の健康づくりや介護予防に心掛けることはもちろんのこ
と、地域での支え合いも重要になってきます。と、地域での支え合いも重要になってきます。
　今号では、地域づくり組織、社会福祉協議会、市などで取組む「ま　今号では、地域づくり組織、社会福祉協議会、市などで取組む「ま
ちじゅう元気‼プロジェクト」と、つつじが丘・春日丘自治協議会ちじゅう元気‼プロジェクト」と、つつじが丘・春日丘自治協議会
で取組む活動を紹介します。で取組む活動を紹介します。

名
張
の
現
状　

　

市
の
高
齢
化
率
（
65
歳
以

上
の
高
齢
者
人
口
の
占
め

る
割
合
）
は
、
平
成
27
年
で

27
・
８
％
で
す
。
平
成
22
年

の
22
・
6
％
か
ら
継
続
し
て

上
昇
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

高
齢
化
率
35
％
を
超
え
る
の

が
市
で
は
、
15
年
後
の
平
成

37
年
と
推
計
さ
れ
て
い
ま

す
。
全
国
で
は
、
30
年
後
に

到
達
す
る
と
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
倍
の
ス
ピ
ー
ド
で
高
齢

化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
ま
た
、
核
家
族

の
割
合
も
全
国
に
比
べ
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
ち
じ
ゅ
う
元
気
‼

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
市

で
は
、
健
康
づ
く
り
の
取
組

や
、
介
護
予
防
に
重
点
を
置

く
「
ま
ち
じ
ゅ
う
元
気
‼
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。

　

ま
ず
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
地
域
で
の
健
康
づ
く
り

や
介
護
予
防
の
担
い
手
を
養

成
す
る
こ
と
が
大
切
と
考

え
、
今
年
度
「
ま
ち
じ
ゅ
う

元
気
‼
リ
ー
ダ
ー
養
成
講

座
」
を
開
講
し
、
約
２
７
０

人
に
受
講
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
名
賀
医
師
会
が

企
画
し
、
医
療
・
介
護
・
行

政
関
係
者
と
の
連
携
で
、
認

知
症
予
防
に
つ
な
が
る
体
操

「
よ
く
バ
リ
青
春
体
操
〜
寝

た
き
り
・
認
知
症
・
痛
み
の

な
い
、あ
の
頃
の
ま
ま
で
〜
」

を
考
案
し
ま
し
た
。
こ
の
体

操
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
し
て
、
市

内
の
医
療
機
関
や
、
地
域
の

サ
ロ
ン
、
健
康
づ
く
り
に
つ

な
が
る
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で

活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
10
月
か
ら
始
ま
っ
た

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総

合
事
業
と
合
わ
せ
、
地
域
づ
く

り
組
織
や
社
会
福
祉
協
議
会
、

市
な
ど
が
協
働
し
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
元
気
づ
く
り
の
場

を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。
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藤
堂
藩
と
桜

藤
堂
藩
と
桜

―
江
戸
藩
邸
下
屋
敷
の
不
思
議
な
ご
縁
―

―
江
戸
藩
邸
下
屋
敷
の
不
思
議
な
ご
縁
―

　

名
張
市
と
東
京
都
豊
島
区
と
は
、
江
戸
川
乱

歩
の
生
誕
地
と
終
焉
地
と
し
て
ご
縁
が
あ
り
、

一
昨
年
に
は
友
好
の
証
と
し
て
、
豊
島
区
か
ら

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
桜
が
贈
ら
れ
、
名
張
市
役
所

前
に
植
樹
さ
れ
て
い
ま
す
。
冬
の
寒
さ
も
緩
み

は
じ
め
、
昨
今
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
は
、
桜
の

開
花
予
測
が
告
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
み
な
さ
ん
は
歴
史
の
授
業
で
江
戸

時
代
に
各
大
名
が
江
戸
と
領
地
を
交
互
に
行

き
来
す
る
参
勤
交
代
の
制
度
を
習
っ
た
と
思

い
ま
す
。
藤
堂
藩
も
三
十
二
万
石
の
大
大
名

と
し
て
、
支
藩
で
あ
る
久
居
藩
も
含
め
て
江

戸
に
６
つ
の
屋
敷
を
構
え
て
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
藩
主
と
そ
の
家
族
が
住
ま
い
と
す

る
上
屋
敷
が
神か

ん
だ
む
こ
う
や
な
ぎ
は
ら
ち
ょ
う

田
向
柳
原
町
に
あ
り
ま
し

た
。
近
く
に
は
神
田
川
が
流
れ
、
今
は
か
つ

て
屋
敷
あ
っ
た
場
所
が
歴
代
藤
堂
家
藩
主

の
官
職
で
あ
っ
た
和い

ず
み
の
か
み

泉
守
か
ら
千
代
田
区

神
田
和
泉
町
と
し
て
町
名
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
そ
の
向
か
い
に
は
支
藩
で
あ
る
久

書籍版…5,000 円、CD-ROM版…1,500 円

販売場所
　総務室市史編さん担当事務所
または、市役所２階総務室豊島区から贈られたソメイヨシノの植樹

居
藩
の
上
屋
敷
も
あ
り
ま
し
た
。
す
こ
し

北
の
秋
葉
原
方
面
へ
行
っ
た
下し

た
や
く
ぼ
ち
ょ
う

谷
窪
町
に

は
、
隠
居
や
跡
継
ぎ
が
住
ま
い
と
す
る
中
屋

敷
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
隅
田
川
の
対

岸
、
両
国
橋
の
東

ひ
が
し
た
も
と
袂
に
江
戸
蔵
屋
敷
が
あ
り

ま
し
た
。
今
の
両
国
国
技
館
の
南
側
に
位
置

し
、
近
く
に
は
、
斜
め
前
の
回え

こ
う
い
ん

向
院
を
挟
ん

で
、
そ
の
裏
手
に
は
忠
臣
蔵
で
お
な
じ
み
の

本ほ
ん
じ
ょ
ま
つ
ざ
か
ち
ょ
う

所
松
坂
町
吉き

ら
こ
う
ず
け
の
す
け
て
い

良
上
野
介
邸
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
吉
良
邸
か
ら
東
に
通
り
を
３
本
隔

て
た
と
こ
ろ
に
久
居
藩
の
下
屋
敷
が
あ
り

ま
し
た
。
少
し
余
談
に
な
り
ま
す
が
、
吉
良

邸
は
「
赤
穂
浪
士
の
討
ち
入
り
」
で
有
名
で

す
が
、
こ
の
赤
穂
事
件
の
浅あ

さ
の
た
く
み
の
か
み
な
が
の
り

野
内
匠
頭
長
矩

の
祖
母
は
、
何
と
名
張
藤
堂
家
初
代
藤
堂
高

吉
の
姪
に
あ
た
る
人
物
な
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
少
し
郊
外
に
出
た
豊
島
区
本
郷

駒
込
に
別
邸
と
し
て
下
屋
敷
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
あ
た
り
一
帯
は
江
戸
時
代
、
染
井
村
と

呼
ば
れ
、
下
屋
敷
の
前
の
通
り
に
は
植
木
屋

が
集
ま
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
品
種
改
良
さ
れ

栽
培
さ
れ
て
い
た
の
が
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
で
す
。

　

現
在
、
豊
島
区
の
区
の
花
と
し
て
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
、
交
配
に

よ
り
人
工
的
に
作
ら
れ
た
品
種
で
あ
り
、
ソ

メ
イ
ヨ
シ
ノ
同
士
で
は
結
実
（
種
子
）
が
で

き
な
い
た
め
、
今
我
々
が
目
に
す
る
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
は
、
接つ

ぎ
木
に
よ
る
も
の
で
、
全
て

同
じ
遺
伝
子
を
持
っ
た
ク
ロ
ー
ン
な
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
屋
敷
に
は
、
藩
の

下
級
武
士
で
あ
る
無む

そ
く
に
ん

足
人
が
警
護
に
つ
い
て

い
ま
し
た
が
、
特
に
下
屋
敷
の
警
護
に
つ
い

て
い
た
無
足
人
を
地
名
か
ら
と
っ
て
染
井
無

足
人
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
地
元
を
離
れ
花

の
お
江
戸
に
赴
け
る
と
あ
っ
て
、
多
く
の
若

者
に
人
気
の
職
務
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

藤
堂
藩
の
江
戸
屋
敷
は
、
全
て
取
り
壊

さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
唯
一
、
下
屋

敷
の
裏
門
だ
け
が
江
戸
時
代
か
ら
著
名
な

植
木
屋
の
丹
羽
家
に
引
き
取
ら
れ
、
現
在

は
豊
島
区
に
寄
贈
さ
れ
、
区
内
の
「
門
と

蔵
の
あ
る
広
場
」
に
移
築
さ
れ
、
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
も
植
え
ら
れ
た
小
さ
な
公
園
と
し

て
今
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
ん
な
ご
縁
か
ら
か
同
じ
く
藤

堂
藩
の
大
阪
北
区
天
満
に
あ
る
大
阪
屋
敷

に
も
多
く
の
桜
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

明
治
の
廃
藩
置
県
に
よ
り
藤
堂
藩
大
阪
屋

敷
は
明
治
政
府
の
造
幣
局
と
し
て
建
て
か

え
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
際
、
邸
内
に
植

栽
さ
れ
て
い
た
桜
樹
木
約
一
二
〇
品
種
、

約
四
〇
〇
本
も
一
緒
に
引
き
継
が
れ
た
の

で
す
。
大
阪
造
幣
局
の
通
り
抜
け
で
見
て

い
る
桜
に
は
、
こ
の
よ
う
な
い
わ
れ
が
あ

っ
た
の
で
す
。
ま
た
門
外
不
出
と
さ
れ
て

き
た
造
幣
局
の
桜
も
ご
縁
が
あ
っ
て
特
別

に
挿
し
木
を
し
た
桜
を
淀
川
の
水
源
の
一

つ
で
あ
る
比
奈
知
ダ
ム
の
せ
せ
ら
ぎ
公
園

に
植
え
ら
れ
「
通
り
ぬ
け
の
桜
」
と
し
て

我
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
お
花
見
に
は
、
少
し
藤
堂
藩
の

武
士
や
藩
邸
の
警
護
と
し
て
名
張
か
ら
赴

い
た
無
足
人
の
若
者
た
ち
も
見
た
で
あ
ろ

う
桜
と
同
じ
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
今
も
息
づ

い
て
い
る
こ
と
に
思
い
を
馳
せ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

藤堂藩江戸下屋敷裏門（東京都豊島区）

江戸時代の染井村周辺図

書籍版 5 000円 CD ROM版

第 1巻「名張市史 資料編 考古」
第 2巻「名張市史 資料編 古代」

「おきつもの名張今と昔」「おきつもの名張今と昔」

好評、販売中です。
800 円

で
品
種
改
良



3　2016年（平成 28年）3月 27日日

4月1日から、平成28年度の固定資
産税帳簿の縦覧・閲覧ができます

平成28年度後期高齢者医療
保険料は7月中旬ごろに決定

▼年金からの天引きにより保険料を納めてい
る人（特別徴収）の納付月　

⇒4月・6月・8月・10月・12月・平成29年2
月の全6回

　4月・6月・8月の納付分は、平成26年中の
所得で仮算定しています。各回の金額は、平
成27年度第6期（2月）徴収額と同じです。
　なお、10月・12月・平成29年2月の納付分
は、平成27年中の所得で本算定します。7月に
決定する28年度の保険料から、納付済である
3回分の保険料を差し引いた額を、10月・12
月・平成29年2月に天引きします。

▼口座振替や納付書により保険料を納めてい
る人（普通徴収）の納付月 

⇒7月から平成29年3月までの各月全9回
　7月からの納付となり、4月から6月までの保
険料の納付はありません。
※平成28年2月か3月に後期高齢者医療制度に
加入の人は、加入から2カ月後にお届けする
納付書で納付してください。

※これまで国民健康保険税を口座振替で納め
ていた人も、再度お申込みいただく必要が
あります。

 保険年金室　  63‐7105

税目
納税月

市・県民税

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

固定資産税 軽自動車税 国民健康保険税

平成29年

（普通徴収分） （普通徴収分）

1
期
納期限
6月30日木

2
期
納期限
8月31日水

3
期
納期限
10月31日月

4
期
納期限
1月31日火

1
期
納期限
5月2日月

全
期
納期限
5月31日火

2
期
納期限
8月1日月

3
期
納期限
12月26日月

4
期
納期限
2月28日火

2
期
納期限
8月31日水

1
期
納期限
8月1日月

3
期
納期限
9月30日金

4
期
納期限
10月31日月

5
期
納期限
11月30日水

6
期
納期限
12月26日月

7
期
納期限
1月31日火

8
期
納期限
2月28日火

9
期
納期限
3月31日金

★ ★

★12月の納期限は26日
　ですのでご注意ください。

平成 28年度 市税ごよみ
 収納室　 63‐7439

◎便利な口座振替もご利用ください◎便利な口座振替もご利用ください
市内金融機関・郵便局または、市役所1階収納室でお申し込みください。市内金融機関・郵便局または、市役所1階収納室でお申し込みください。

納
付
書
は
、
各
税
目
ご
と
に
１
年
分
を
１
期
（
軽
自
動
車
税
は
全
期
）
の
納
期
限
の
約
２
週
間
前
に

発
送
し
ま
す
。
期
限
ま
で
の
納
付
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

税
金
は
期
限
ま
で
に

税
金
は
期
限
ま
で
に

納
め
ま
し
ょ
う
！

納
め
ま
し
ょ
う
！

（注意）給与や年金からの天引きの人（特別徴収）は、これによらず天引き（注意）給与や年金からの天引きの人（特別徴収）は、これによらず天引きによるによる納付となります。納付となります。

平成28年度職員採用候補者試験の
日程について

　平成28年度職員採用候補者試験は、下記の日程で実施します。
　なお、募集職種、受験資格、採用予定人数、試験内容などの
詳細は、決まり次第、広報なばりや市ホームページでお知らせ
します。

平成 28年度職員採用候補者試験日程表

◎試験日程は、今後変更する場合があります。また、職種によ
っては、実施しない場合もありますのでご注意ください。

 職員試験委員会事務局（人事研修室内）　  63‐7315

職　種 募集期間
一般事務職
（上級・中級）

5月30日～
6月24日

8月中旬～
下旬

9月中旬～
下旬

10月上旬7月24日日技術職
（上級・中級）

一般事務職
（初級） 7月25日～

8月19日
10月中旬
～下旬

11月中旬
～下旬

12月上旬9月18日日
専門職
（消防職など）

1次試験 2次試験 3次試験 合格発表

専門職
（保健師など）

介護職員（必要な資格／時給）　▼無資格の人／時給1,060円～
▼介護職員初任者研修（旧ヘルパー2級）／時給1,100円～　
▼介護福祉士／時給1,120円～

事務補助職員（送迎、軽修繕など）／時給800円～
採用人数　若干名　※雇用保険・健康保険などの各種保険制度あり
◎応募方法など詳しくは、問い合わせ先へ

 介護老人保健施設 ゆりの里　  61‐1155

介護老人保健施設 ゆりの里
介護職員、事務補助職員の募集

三重県広報紙「県政だより 
みえ」が変わります

　４月から「県政だより みえ」は、特集など
の政策情報はタブロイド判（新聞の半分の大
きさ）で、イベントやお知らせなどの暮らし
に役立つ情報は三重テレビ（７ch）のデータ
放送でお届けします。
　タブロイド判「県政だより みえ」は毎月第１
日曜日に新聞に折り込んでお届けするほか、公共
施設および民間施設への配置を継続します。

 三重県戦略企画部広聴広報課
   059‐224‐2788

4 月発行分から「広報なばり」
の発行日が変わります

　4月発行分から「広報なばり」は、発行日を
毎月10日、25日に固定し、発行します。
　配布方法は、ポスティングにより市民の皆
さんのお手元にお届けしま
す（配布開始は、発行日前
の4～5日前から順次配布。
配布についてのお問い合わ
せは、名張市シルバー人材
センター（  63‐6800 )
へお願いします。

 広報対話室　  63‐7402
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■ 固定資産税縦覧帳簿の縦覧
縦覧期間　4月1日金～5月2日月　
　※平日の午前8時30分～午後5時15分
縦覧できる人　名張市固定資産税の納税義務
者、または代理人・同居家族　　

手数料　無料
■ 固定資産税閲覧台帳の閲覧
閲覧期間　4月1日金～5月2日月　
　※平日の午前8時30分～午後5時15分
閲覧できる人　名張市固定資産税の納税義務
者、または代理人、同居家族、借地・借家人
（確認のため、賃貸借契約書の書類が必要）

手数料　無料　※名
な よ せ

寄帳は1件300円
◎市役所1階課税室で縦覧･閲覧できます。
◎いずれも、本人確認できるもの（納税通知
書、免許証など）を持参してください。代
理人の場合は委任状が必要です（法人の場
合は委任状に社印の押印が必要）。

 課税室（資産税担当）  63‐7437

 課税室（資産税担当）  63‐7437

平成28年度から固定資産税の税率
が1.7％になります（独自課税とし
て5年間、0.3％上乗せ）。
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「看護学生修学資金」利用者を
  募集

　市立病院や市内の医療機関で看護師や准看護
師として働こうとする看護学生を支援します。
貸与額　看護師課程の人…月額20,000円
　　　  准看護師課程の人…月額16,000円
申込　4月1日金から5月6日金までに、市立病
院事務局経営総務室に備え付けの申請書に
必要事項を記入し同室へ

 市立病院事務局経営総務室　  61‐1100

年金相談

　所得が少なく国民年金
保険料を納めることが困
難な 20歳以上の学生は申

請により納付が猶予 (先送り）される場合
があります（本人の所得条件などがありま
す）。納付特例の申請が承認された場合の承
認期間は 4月（または 20歳到達月）から
翌年 3月までです。※申請が遅れると障害基
礎年金などが受け取れない場合があります。

申請　在学証明書（原本）または学生証の
写し（表裏）と年金手帳、認印などを持参し、
市役所１階保険年金室へ

国民年金の学生納付特例制度

日時　4月12日火・26日火 午前10時～午後3時（受付は午後2時45分まで）
場所　産業振興センターアスピア（南町）  保険年金室   63‐7445

◎現在承認されている人で平成 28 年度も
継続して納付猶予を希望する人は、在学
証明書などを持参し、4月 1日金以降に
再度申請をしてください。

◎平成 27 年度の学生納付特例が承認され
た人のうち、日本年金機構から継続用の

▼3月に学校を卒業して、引き続き国民年金に
加入する30歳未満の人は、4月から「若年者
納付猶予制度」での申請が可能です。

申請　4月 1 日金以降に、年金手帳、認印
を持参し、市役所１階保険年金室へ

◎本人・配偶者それぞれの所得条件あり
＜ご注意＞　猶予や特例の承認期間は、将来年
金を受けるための資格期間に算入されます
が、年金額には反映されません。ただし、保
険料は10年以内なら、さかのぼって納めて、
納付済期間に変えることができます。なお、
承認を受けてから3年度目以降に納める場合
は当時の保険料に加算金が上乗せされます。

学生納付特例申請書（はがき）が送付さ
れた人は、郵送で申請できます。

◎申請時点で 2年 1カ月前の月分までさか
のぼって申請できます。（学生であった証
明などが必要）

平成28年度の水質検査計画
を策定しました

　水道の水質検査を行う項目、採水場所、年
間の検査回数などをまとめた平成28年度の
「水質検査計画」を策定しました。
　この計画に沿って、安全で良質な水道水を
安定的に供給します。計画は、上下水道部
（下比奈知）に備え付けているほか、市ホー
ムページでも公開しています。

 上下水道部浄水室　  63‐4117

2015 年度人権作品集ができ
ました

　人権意識の高まりと人権課題の解決のため
に、毎年「人権」に関する作品を募集してい
ます。本年度の全応募作品12,683点の中から、
作文 10 点、標語 15 点、図画・ポスター 20
点を収録した「人権作品集」
ができました。「人権作品
集」は、ご希望の人に無料
でお渡ししています。

 人権・男女共同参画推進室
　  63‐7909

「不動産鑑定士による無料
 相談会」を開催　　◎申込不要

日時　4月1日金 午前9時30分～正午
場所　市役所3階304会議室
内容　地価、家賃、土地利用などの諸問題の相談

 （一社）三重県不動産鑑定士協会
　  059‐229‐3671

■ 支給奨学金（返還の必要なし）
　 支給金額（年額）／募集人数　
▼高等学校など…6万円／10人以内
▼大学など…12万円／10人以内
■ 貸付奨学金（無利子。卒業後11年以内に返還）
　 貸付金額（年額）／募集人数
▼高等学校など…12万円または18万円／10人以内
▼大学など…24万円または36万円／10人以内
           　　◇ 　◇ 　◇　 ◇　 ◇
対象　経済的な理由により修学困難な高校
生・大学生など　※その他条件あり。詳し
くは、募集要項をご確認ください。

申込　4月1日金から28日木までに、申請書に
必要書類を添えて問い合わせ先へ

◎募集要項は、4月1日金以降に市役所3階学務
管理室で配布します。市ホームページから
もダウンロードできます。

 学務管理室　  63‐7873

「平成28年度名張市奨学金」
  受給者を募集

対象　▼身体障害者手帳1・2級、療育手帳Ａ、
精神障害者手帳1級を所持している在宅の人
▼就学前の在宅の児童で、身体障害者手帳3 

      から6級または療育手帳Bの所持者
内容　①タクシー料金助成…年間 12,000 円分
の乗車券　②自動車燃料費助成（障害者本人
のために使用する場合）…1ヵ月1,000円（申
請月以降平成29年 3月分まで） 

  ※申請は①か②のいずれかとなります。
申請　3月 28日月から、市役所 1階高齢・障
害支援室で受付開始

持ち物　①の申請は、障害者手帳、印鑑　
　②の申請は、障害者手帳、印鑑、本人名義
の車検証の写し（児童などの場合は手帳に
記載の保護者名義）、運転免許証の写し、家
族（同居に限る）による運転の場合は、障
害者本人の通園・通院（週 1回以上）証明
書　※所定様式

 高齢・障害支援室　 63‐7591

平成28年度分「タクシー料金・自
動車燃料費」の一部を助成します

名張藤堂家邸と夏見廃寺展示館
4月 16日土無料開放

　「県民の日」を記念して、名張藤堂家邸と夏
見廃寺展示館を無料開放します。
日時　4月 16日土 午前 9時～午後 5時

 文化生涯学習室　  63‐7892

4 月 6日水から 15日金まで
春の全国交通安全運動

こんな結果がでています…
　交通事故からみるシートベルトの着用状況は、
負傷者の着用者率が95.8％であるのに対し、死者
の着用者率は43.8％ と低くなっています。
（三重県警察ＨＰ三重の交通事故《平成27年
12月末を参照》）運転中は、必ずシートベル
トを着用してください。

 都市計画室　 63‐7749

1自転車の安全利用の推進
2後部座席を含めた全ての座席のシ
ートベルトとチャイルドシートの正
しい着用の徹底
3飲酒運転の根絶

■ 運動の重点 ＞＞

走る広告塔！
公用車への広告を募集中

　市の公用車に
広告を掲載しま
せんか。広告を
描いたマグネッ
トシートを公用
車に貼り付けて
いただきます。

掲載料　1台あたり年間 18,000円（税込）　
　※月額1,500円　　掲載期間　広告掲載の日
から1年間。また1ヵ月単位の掲載も可

◎応募方法など詳しくは、市ホームページを
ご覧いただくか、問い合わせ先へ

 管財室　  63‐7336

広告を記載したマグネットシート
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○
平
成
28
年
度
の
引
受
計
画

　

平
成
28
年
度
は
下
表

の
と
お
り
の
事
業
内
容

で
引
受
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
適
正
な
引
受
と

適
正
な
評
価
で
農
家
の

皆
さ
ん
に
「
安
心
」
を

届
け
ら
れ
る
よ
う
に
職

員
一
丸
と
な
っ
て
頑
張

り
ま
す
。

○
水
稲
共
済
の
加
入
に
つ
い
て

　

農
業
共
済
事
業
は
国
の
農
業
災
害
対
策
と

し
て
「
農
業
災
害
補
償
法
」
に
基
づ
き
行
わ

れ
て
い
る
政
策
保
険
で
す
。
事
務
組
合
・
県

農
業
共
済
組
合
連
合
会
及
び
政
府
の
三
段
階

制
の
運
営
で
、
大
災
害
に
備
え
危
険
の
分
散

を
図
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
責
任
を
分

担
し
て
安
定
し
た
事
業
運
営
を
図
り
、
農
家

の
皆
さ
ん
へ
の
共
済
金
の
支
払
い
に
支
障
を

生
じ
さ
せ
な
い
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①
共
済
の
対
象
と
な
る
事
故　

風
水
害
な
ど
、

気
象
上
の
原
因
に
よ
る
災
害
、
火
災
、
病

虫
害
、
鳥
獣
害
な
ど
に
よ
る
減
収
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

②
補
償
の
期
間　

本
田
移
植
期
（
直じ

か
ま
き播

の
場

合
は
発
芽
期
）
か
ら
収
穫
期
ま
で
で
す
。

こ
の
場
合
の
収
穫
期
と
は
、
適
期
に
刈
り

取
っ
て
圃ほ

場
か
ら
搬
出
す
る
ま
で
の
こ
と

で
す
。

③
共
済
掛
金
と
国
庫
負
担　

共
済
掛
金
は
、

共
済
金
額
に
基
準
共
済
掛
金
率
を
乗
じ
た

額
で
す
が
、
国
は
そ
の
２
分
の
１
に
相
当

す
る
金
額
を
負
担
し
て
い
ま
す
。
加
入
者

に
は
共
済
掛
金
か
ら
国
庫
負
担
額
を
差
し

引
い
た
金
額
を
期
日
（
６
月
30
日
）
ま
で

に
納
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

④
被
害
が
発
生
し
た
ら　

共
済
の
対
象
と
な

る
事
故
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
と
き
は
、

各
地
域
の
損
害
評
価
員
に
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。
被
害
申
告
に
は
、
損
害
評
価
野
帳

の
提
出
が
必
要
で
す
。

⑤
加
入
資
格　

25
ａ
以
上
を
耕
作
す
る
農
業

者
は
、加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
耕
作
面
積
が
10
ａ
以
上
25
ａ
未
満

の
場
合
は
任
意
で
加
入
で
き
ま
す
。

⑥
加
入
資
格
の
確
認　

伊
賀
北
部
・
伊
賀
南

部
両
農
協
や
伊
賀
市
・
名
張
市
を
通
じ
て

配
布
さ
れ
て
い
る
「
米
穀
の
出
荷
契
約
書

兼
生
産
調
整
方
針
参
加
申
請
書
【
伊
賀

市
】」、「
水
稲
生
産
実
施
計
画
書
及
び
経

営
所
得
安
定
対
策
に
関
す
る
営
農
計
画
書

【
名
張
市
】」
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
、
そ

の
申
告
の
作
付
面
積
に
よ
っ
て
加
入
資
格

を
確
認
し
て
い
ま
す
。

○
大
豆
共
済
の
加
入
に
つ
い
て

　

大
豆
は
、
自
然
災
害
や
病
虫
害
な
ど
を
受

け
や
す
く
、
近
年
は
収
穫
量
が
不
安
定
と
な

っ
て
い
ま
す
。
災
害
の
損
失
を
補
填
し
、
経

営
の
安
定
を
図
る
た
め
、
ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ

さ
い
。

①
共
済
の
対
象
と
な
る
事
故　

風
水
害
な
ど

気
象
上
の
原
因
に
よ
る
災
害
、
火
災
、
病

虫
害
、
鳥
獣
害
に
よ
る
減
収
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

②
補
償
の
期
間　

発
芽
か
ら
収
穫
期
ま
で
で

す
。
こ
の
場
合
の
収
穫
期
と
は
、
適
期
に

刈
り
取
っ
て
圃
場
か
ら
搬
出
す
る
ま
で
の

こ
と
で
す
。

③
加
入
資
格　

15
ａ
以
上
栽
培
さ
れ
て
い
る

農
家
で
あ
れ
ば
任
意
で
加
入
で
き
ま
す
。

④
加
入
方
式　

一
筆
方
式
、
半
相
殺
方
式
、

全
相
殺
方
式
の
３
つ
の
方
式
か
ら
選
択
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
平
成
28

年
産
に
つ
い
て
は
、
７
月
上
旬
の
締
め
切

り
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

農
業
共
済
事
業
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農
作
物
・
畑
作
物
係
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農業共済ニュース

平成 28年度　引受計画
水稲
麦
家畜
大豆

園芸施設

458,000ａ
52,200ａ
3,068 頭
25,500ａ
226 棟

4,900 戸
103 戸
30 戸
49戸
68戸

平成28年3月

   伊賀市・名張市広域行政事務組合　平成28年度予算
一般会計
歳　入　21,320,000円
◇ 分担金及び負担金…伊賀市、名張市からの収入　11,830,000円
◇ 財産収入…伊賀市・名張市広域行政圏振興整備基金運用収入  9,110,000円
◇ その他収入…前年度からの繰越金、使用料　380,000円
歳　出　21,320,000円
◇ 議会費…組合議会開催経費　406,000円
◇ 一般管理費…職員人件費、一般事務経費　10,424,000円
◇ 伊賀市・名張市広域行政圏振興整備事業費　10,190,000円
　・事業推進経費　8,319,000円
　・情報化推進事業　27,000円　・広域的振興支援事業　200,000円
　・伊賀市・名張市広域行政圏振興整備事業　1,644,000円
◇ 予備費　300,000円
伊賀食肉センター特別会計
歳　入　60,541,000円
◇分担金及び負担金…伊賀市、名張市からの収入　44,965,000円
◇使用料及び手数料 …伊賀食肉センター使用料　14,977,000円
◇その他収入 …前年度からの繰越金、財産収入、諸収入　599,000円
歳　出　60,541,000円
◇ 総務費 …職員人件費、一般管理経費　60,441,000円
◇ 予備費　100,000円
農業共済事業特別会計
収入合計　227,877,000円　　支出合計　227,877,000円
　　　　　　　　　　　　　収　　入　　　　　　支　　出
◇ 農作物共済勘定
◇ 家畜共済勘定　
◇ 畑作物共済勘定
◇ 園芸施設共済勘定
◇ 業務勘定　　　　　 

　2月29日に平成28年第1回組合議会（定例会）が開会されました。この議会
には12議案が上程、全ての議案が可決されました。
※議案の詳細はホームページをご覧ください。

議会報告

21,392,000 円
70,522,000 円
 4,998,000 円
 6,070,000 円
124,895,000 円

21,392,000 円
70,522,000 円
 4,998,000 円
 6,070,000 円
124,895,000 円

1歳6か月児健診

5月10日火・17日火

4月5日火・12日火

3歳6か月児健診

5月24日火・31日火

4月19日火・26日火

生後5か月～8か月ごろの離乳食教室
　4月6日水 午後2時～3時30分　※要予約
★ 乳幼児健康相談（同日 午前9時30分～11時受付）

 健康支援室   63‐6970

保　  健センター（朝日町）での　
 親子すくすく行事

● 26年9月生

● 26年10月生

● 24年10月生

● 24年11月生

助産師による母乳・育児相談
助産師による予約制の個別相談　※要予約
　4月8日金・22日金 午前10時～
　4月1日金・15日金 午後1時30分～
◎希望の人は、健康支援室（  63‐6970）
　までお問い合わせください。

開館時間　午前9時 
 30分～午後5時

※日・月曜日、祝日（月
曜日が祝日のときは翌日
休館）、年末年始は休館
▼はじめて広場　4月8日
　金 午前10時30分～
 「かがやき」を利用した
ことがない人は気軽にご
参加ください。 
▼親子で遊ぼう　4月16日土 …青葉さんに
よる「ハンドベル演奏」、4月27日水 …
「手形でこいのぼり」　※先着50人
　いずれも午前10時45分～11時30分
　◎参加無料

 こども支援センターかがやき
　　（桔梗が丘西 3）　 67‐0250

こども支援センター かがやき催物

   稲澤 真
ま お

央ちゃん
　　  （蔵持町）

か
が
や
き

か
が
や
き

　
　

大
好
き
！

　
　

大
好
き
！

4月の献血  地域医療室
　  63‐3913

▼日時　4月11日月 午前10時～午後0時30
分、午後2時～4時

　場所　市役所1階大会議室
▼日時　4月13日水 午後2時～4時 
　場所　イオン名張店（元町）

ブックスタート事業を支援し
てくださる協賛者募集

　1歳未満の乳児を持つ家庭を対象に、絵本の
読み聞かせなどを行いながら絵本を配布して
います。事業を支援してくださる協賛者（企
業、個人）を募集します。
協賛金　一口 10,000円
申込期限　4月15日金
◎申込方法など詳しくは、市ホー
ムページまたは問い合わせ先へ

 子ども家庭室　  63‐7594

「赤ちゃん体操と産後スト
レッチ」参加者募集

開催日　4月25日、5月23日、6月27日
　※全て月曜日　午後1時～1時50分
場所　武道交流館いきいき（蔵持町里）
対象／定員　首のすわった頃～ハイハイをす
るまでの赤ちゃんとママ／20組

指導者　幼児体育指導員の内海 奈美さん、久保 真
由美さん　　参加費　1,500円（全3回）　

持ち物　バスタオル、飲み物
申込　3月28日月以降に、武道交流館い
きいき備え付けの申込用紙に必要事項
を記入し、参加費を添えて同窓口へ

 武道交流館いきいき　  62‐4141

「ファミリー・サポート・
センター」会員募集

　育児の援助を受けたい人（依頼会員）と、育
児の援助ができる人（援助会員）が、ファミリ
ー・サポート・センター（かがやき内）の会員
になって子育てを助け合う会員組織です。
◎会員登録など詳しくは、市ホームページま
たは問い合わせ先へ

 ファミリー・サポート・センター　  66‐3915

回）　



伊賀地域二次救急実施病院

4月  地域医療室
　　 63‐3913

◎受け入れ対象は、重症患者です。実施日以外は救急
受け入れを行いません。
◎重症患者が重なるときは、受け入れできない場合
があります。

◎名張市立病院小児科では、24時間 365日小児二次
救急の対応をしています。受入対象は重症患者です。

　けがおよび交通事故などの外科系疾患は除きます。
◎かかりつけ医へ早めの受診を心掛けましょう。

☆三重県救急医療情報センターコールセンター（ 64‐
1199）…24時間体制で受診可能な医療機関を紹介

◆平日…午後 5時～翌日午前 8時 45分
◆土・日曜日、祝日…午前 8時 45分～
翌日午前 8時 45分
※ただし、岡波総合病院は、月曜日…午
後5時～翌日午前9時／第2・4日曜日、
祝日…午前 9時～翌日午前 8時 45分
◆平日昼間午前8時45分～午後5時は、
名張市立病院で二次救急を実施

☆みえ子ども医療ダイヤル（ ＃
シャープ

8000）…子どもの急病
やケガの無料相談（毎日午後7時30分～翌日午前8時）

日 月 火 水 木 金 土

6 7 8 9

10
上

11 12 13 14 15 16

17

上 名

18 19 20 21 22 23
名

25 26 27

名

名

24

名/岡

名/岡

名/岡岡

上

名

上

上

1 2

5
名

名

岡

岡

岡岡

43

名

岡 名/岡名 上
28 29

上

上

名

30

上

名

◆救急車での搬送以外は必ず事前にご連絡ください。
名…名張市立病院（ 61‐1100）
上…上野総合市民病院（ 24‐1111）
岡…岡波総合病院（ 21‐3135）

実施時間帯

2‐2号掲載「みんなで支える名張の子育て」について  　▼子育て支援の満足度が70、80％と高まっていく様に、長期的な政策として頑張ってほしい。
▼子育てについて、これほど多種多様な取り組みをしていたのかとびっくりです。機会があれば、これらの利用実績や感想なども知りたいですね。

読者の声
広報メールサポーターから…

体育施設指定管理者自主事業
「HOSテニス教室」参加者募集

コース名／開講日　
▼金曜日コース／ 4月 1日金 
▼土曜日コース／ 4月 2日土 
▼火曜日コース／ 4月 5日火 
▼水曜日コース／ 4月 6日水
▼木曜日コース／ 4月 7日木
場所　市民テニスコート（夏見）
講師　HOS専属インストラクターの広川 博

ひろひさ

九、
　山本 幸次、大杉 清一
参加費
　ジュニア（全11回）…11,880円（火・水・木・金）
ジュニア（全 9回）…9,720 円（土）

　一般昼…14,300 円（火・水・木・金）
　一般夜…17,820 円（火・水・木・金）
定員　各 10人　※先着順
申 込　3月 28 日月以降に、
HOS名張アリーナ(総合体
育館)にある申込用紙を書い
て、参加費を添えて同窓口へ

◎テニス体験教室あり。詳しくは、問い合わ
せ先へ

 HOS 名張アリーナ (総合体育館 )
　 63‐5339

※曜日固定。
毎週 1回。
2 回 振 替
可能

「女性のためのひざ痛、腰痛
改善教室」参加者募集

日時　4月13日・27日、5月11日・25日
　※全て水曜日　午後1時～2時
場所　武道交流館いきいき（蔵持町里）
講師　松崎 弘明さん（柔道整復師）
定員　10人　※先着順
参加費　2,000 円（全 4回）
持ち物　飲み物・タオル
申込　3 月 28 日月以降
に、武道交流館いきい
きの備え付けの申込用
紙に必要事項を記入
し、参加料を添えて同
窓口へ

 武道交流館いきいき  62‐4141

「ターゲット・バードゴルフ初心者
講習会」参加者募集

日時　4月6日水・10日日・13日水・16日土・
17日日・20日水・23日土・27日水・30日
土、5月1日日 午後1時～3時

場所　市ターゲット・バードゴルフ場（夏見）
対象　18歳以上の人ならどなたでも
定員　15 人　※先着順
参加費　2,000円（全10回）
持ち物　ピッチングウェッ
ジ（お持ちでない人は事
務局で用意します）

◎申込方法など詳しくは、
問い合わせ先へ

 名張市ターゲット・バードゴルフ協会（森本）
    090‐9173‐5622

「ジムトレーニング講習会」
参加者募集

日時　4 月 16日・23日、5月 7日・14日・
　21 日・28 日、6 月 4 日・11 日・18 日・
25日　※全て土曜日　午後 1時～ 2時

場所　武道交流館いきいき（蔵持町里）
講師　松山 比香里さん
定員　各 6人　※申込人数によっては開講さ
れない場合があります。

持ち物　上履き・飲み物・タオル
参加費　10,000円（全10回）　※1回のスポ
ット講習の場合は1,200円

申込　3月 28 日月以降に、武道交流館いきい
きの備え付けの申込用紙に必要事項を記入
し、参加料を添えて同窓口へ

 武道交流館いきいき　  62‐4141

　月に１～２回指定された種目を大人 100円、子ども（中学生以下）50円で楽しむことができます。
平成 28年度の種目は、卓球、バドミントン、ソフトバレー、ソフトテニス、
バスケットボール、バレーボール、レクリエーションスポーツです。
◎日程及び種目などは、毎月の広報前半号の施設ご利用ガイドをご覧ください。

募集種目（少年団名 /対象）
〔バトン＆ダンス〕▼名張バトン＆ダンス /園
児年長～中学３年（女子）

〔ミニバス〕▼つつじが丘ミニバスケットボー
ルクラブ / 小学生　▼桔梗ガッツミニバス
ケットボールクラブ / 小学生　▼桔梗東ミ
ニバスケットボール / 小学生　▼錦生チア
フルミニバスケットボール / 赤中校区小学
生　▼梅が丘ミニバスケットボールクラブ
/小学生　▼名張小ミニバスケットボール /
小学生

〔軟式野球〕▼すずらん台少年野球 /小学生　
▼つつじが丘ファイヤーズ /小学生　

　▼桔梗ボーイズ / 小学生　▼三重キッズ /
小学生　▼美旗グリーンベアーズ /小学生

　▼百合が丘レッドウイングス /小学生
　▼名張少年野球団 /小学生

〔バレーボール〕▼赤目ファイターズ /小学生
〔リーダー育成〕▼シニア・リーダー /中学 3年
～ 20歳未満

〔空手道〕▼空手道 /小学生～高校生
〔剣道〕▼つつじが丘剣道教室 /小・中学生
　▼名張剣道 /小・中学生
〔柔道〕▼名張柔道 /小学生
〔日本拳法〕▼日本拳法永心会 /小学生～
〔複合種目：球技、ウォーキング、ダンスなど〕
▼スリーＨ /小学生～中学生

申込　4月 22 日金までに、市役所 3階市民ス
ポーツ室に備え付けの申込用紙でお申し込
みください。

　※各団への直接申込も可。練習日時など詳
しくは、お問い合わせください。

 市民スポーツ室　  63‐7100

スポーツ少年団員を募集
募集種目（少

子どものころからスポーツに親しもう！

ＨＯＳ名張アリーナ (総合体育館 )の一般公開を知っていますか？ＨＯＳ名張アリーナ (総合体育館 )の一般公開を知っていますか？  市民スポーツ室　  63‐7100
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「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、

全
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力

を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域

社
会
を
築
い
て
い
こ
う
と
す
る
運
動
で

す
。今
年
度
で
65
回
を
数
え
て
い
ま
す
。

　
「
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」
は
、
次
代

を
担
う
小
中
学
生
に
日
常
の
家
庭
生

活
や
学
校
生
活
で
の
体
験
を
通
し
て
、

犯
罪
や
非
行
に
関
し
て
考
え
た
こ
と
、

感
じ
た
こ
と
を
作
文
に
し
、
こ
の
運

動
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
実
施
。
今
回
で
23
回

目
と
な
り
ま
す
。

　

三
重
県
下
の
小
中
学
生
合
わ
せ
て

約
1
万
3
千
点
も
の
応
募
が
あ
り
、

そ
の
中
か
ら
14
点
の
入
賞
作
品
が
選

ば
れ
て
い
ま
す
。
名
張
市
か
ら
昨
年

度
に
引
き
続
き
入
賞
者
を
出
し
た
こ

と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
三
重
県

教
育
委
員
会
教
育
長
賞
を
受
賞
し
た

浅
田
さ
ん
は
、「
犯
罪
を
減
ら
し
て
い

く
た
め
に
」「
友
達
、
家
族
、
地
域
の

つ
な
が
り
の
な
か
に
思
い
や
り
の
連

鎖
を
広
げ
て
い
く
こ
と
」
の
大
切
さ

を
綴
っ
て
い
ま
す
（
作
品
は
右
下
に

掲
載
）。

　

名
張
保
護
司
会
で
は
、
応
募
作
品

の
中
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
市
内
の
入
賞

作
品
と
し
て
賞
を
選
び
ま
し
た
。

　

中
阪
さ
ん
「
社
会
の
つ
な
が
り
」、

濱
田
さ
ん
「
一
言
だ
け
ど
大
切
な
あ
い

さ
つ
」、
楠
見
さ
ん
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」。
作
文
を
通
し
て
、
若
者

の
視
点
で
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る

い
社
会
を
希
求
す
る
力
強
さ
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の

応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
第
65
回「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」募
金
は
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
大
き
な
成

果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
募
金
は
次

の
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

愛
の
資
金
は
各
地
区
を
通
じ
て
市
内
の

全
世
帯
に
呼
び
掛
け
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

第
65
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動　

作
文
コ
ン
テ
ス
ト

名
張
市
よ
り

名
張
市
よ
り  
連
続
連
続
入
賞
入
賞

愛の資金愛の資金
総額 1,549,976円

社会を明るくする運動事業　632,778円
保護司会活動費用事業　　　197,198円
更生保護女性会活動事業　　120,000円
名張BBS会事業　　　　　　　50,000円
更生保護大会　　　　　　　300,000円
県更生保護事業助成　　　　250,000円

中内保護司会長から表彰を受ける浅田さん

中阪さん（左 2人目）と濱田さん（左 3人目 )。
写真は薦原小学校提供

犯
罪
を
減
ら
し
て
い
く
た
め
に　

 　

  

浅
田　

健
登

　

犯
罪
な
ど
の
ニュ
ー
ス
を一日
に
ど
れ
く
ら
い
テ
レ
ビ
や
新
聞
な

ど
で
、見
た
り
聞
い
た
り
す
る
だ
ろ
う
か
。一日
の
ニュ
ー
ス
で
犯
罪

に
つ
い
て
、見
な
か
っ
た
り
言
わ
な
か
っ
た
日
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。

僕
が
覚
え
て
い
る
中
で
は
、そ
ん
な
日
は一度
も
な
い
。

　
た
だ
、月
日
が
た
つ
に
つ
れ
て
視
聴
者
の
記
憶
か
ら
忘
れ
ら
れ
て
い

く
。僕
は
こ
の
傾
向
が
大
き
な
問
題
だ
と
思
う
。毎
日
、い
ろ
い
ろ
な
こ

と
が
起
き
る
か
ら
、ニュ
ー
ス
の
内
容
も
変
わって
い
く
の
は
仕
方
が
な

い
。僕
自
身
も
そ
の
ニュ
ー
ス
を
伝
え
る
こ
と
だ
け
で
は
、未
然
に
防
げ

る
と
は
思
わ
な
い
。「
こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
」と
終
わ
る
の
で
は

な
く
、「
こ
の
こ
と
か
ら
、ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
か
」と
言
っ
た
よ
う
に
、そ
れ
ら
の
ニュ
ー
ス
に
対
し
た
意
見
を
各
人

が
考
え
る
こ
と
で
、自
分
自
身
の
犯
罪
に
対
す
る
考
え
を
持
つ
こ
と
が

で
き
、そ
れ
が
犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
につ
な
がって
い
く
と
思
う
。

　
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
か
ら
得
た
ニュ
ー
ス
に
つ
い
て
考
え
る
ほ
か

に
、人
と
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
も
犯
罪
な
ど
を
防
ぐ
た

め
に
は
必
要
な
こ
と
だ
と
思
う
。僕
自
身
も
友
達
の
存
在
は
と
て
も

大
き
い
し
、親
な
ど
大
人
の
存
在
も
か
な
り
大
き
な
存
在
に
な
っ
て

い
る
。一緒
に
共
感
で
き
る
人
、相
談
で
き
る
人
が
い
る
と
い
う
こ
と

は
、自
分
が一人
で
は
な
い
と
思
え
る
。こ
の
人
と
の
つ
な
が
り
も
犯

罪
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
って
い
く
と
思
う
。そ
の
う
え
地
域
で
も
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
合
え
る
環
境
を
作
る
社
会
に
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
。地
域
で
活
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、家
族

や
友
達
以
外
の
人
と
話
す
機
会
が
で
き
、そ
の
中
で
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョン
を
経
験
す
る
こ
と
で
人
と
の
つ
な
が
り
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、

ま
た
、そ
の
よ
う
な
環
境
を
作
って
い
く
こ
と
も
大
切
だ
と
思
う
。

　
「
人
は一人
で
は
生
き
て
い
け
な
い
」か
ら
、友
達
や
家
族
、地
域
のつ
な

が
り
を
大
切
に
し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
。例
え
ば
、自
分
が
手
伝
っ

て
も
らった
な
ら
、今
度
は
自
分
が
誰
か
を
手
伝
お
う
と
い
う
思
い
や
り

の
連
鎖
が
つ
な
がって
い
く
こ
と
で
、誰
か
の
た
め
に
な
る
と
い
う
気
持
ち

を
生
み
、自
分
は一人
で
は
な
く
、周
り
に
は
誰
か
が
い
る
と
い
う
こ
と
を

感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
の
だ
と
思
う
。そ
の
よ
う
な
人
が一人
で
も
多
く
増

え
る
こ
と
で
、思
い
や
り
の
連
鎖
を
広
げ
て
い
き
、犯
罪
を
減
ら
し
て
い

け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。僕
も
思
い
や
り
の
連
鎖
を
つ
な
げ
て
い
け

る
よ
う
に
、人
と
のつ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。  （一部
省
略
）
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保護司保護司のの仕事仕事
　犯罪や非行をした人でも、何ら
かの処分を受けた後は、地域社会
に戻り、社会の一員として生きて
いくことになります。このような
人たちを国と地域が連携をして適
切に処遇することによって、再犯
を防ぎ立ち直りを助けることを目
的とした活動を「更生保護」といい、
これらの手助けを行うのが法務大
臣から委嘱を受けた保護司です。
　「更生保護」は地域社会で行わ
れることから、犯罪や非行をした
人を取り巻く環境を良く知る人た
ちの手助けが必要となります。地
域の事情に詳しい経験が豊富な人
たちが保護司となって、日常的に
「更生保護」を必要とする人たち

に生活上の助言や就労の援助など
を行い、再犯を防ぎ立ち直りを手
助けします。また、保護司会は、
犯罪や非行を未然に防ぐために、
非行防止教室や犯罪予防活動など
の「社会を明るくする運動」を展
開するなどして啓発にも努めてい
ます。
　なお、保護司が行う諸活動の
拠点として、名張市内に「更生
保護サポートセンター」の設立
計画も進められています。保護
司の仕事に興味のある人はお気
軽に、名張保護司会事務局へお
問い合わせください。また、公
式ホームページ「三重の更生保
護」もご覧ください。

◎
三
重
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞（
名
張
市
保
護
司
会
会
長
賞
）

　
　

☆　

浅あ
さ
だ田 
健け

ん
と登
さ
ん
（
南
中
学
校　

３
年
）

○
名
張
市
更
生
保
護
女
性
会
会
長
賞　

　
　

☆　

中な
か
さ
か阪 

紀こ
と
り里
さ
ん
（
薦
原
小
学
校　

６
年
）　

○
名
張
市
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
審
査
委
員
会
賞

　
　

☆　

濱は
ま
だ田 

雛ひ
な
よ代
さ
ん
（
薦
原
小
学
校　

６
年
）

○
名
張
市
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
会
長
賞　

　
　

☆　

楠く
す
み見 

幸ゆ
き
み見
さ
ん
（
北
中
学
校　

２
年
）

（平成28年2月末日現在）
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何
と
な
く
春
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る

休
日
の
こ
と
で
し
た
。

　

陽
気
に
誘
わ
れ
て
「
春
ら
し
い
料
理

で
も
作
ろ
う
」
と
思
い
立
ち
、「
ひ
な

祭
り
」
や
「
お
花
見
」
な
ど
を
テ
ー
マ

に
し
た
料
理
の
レ
シ
ピ
を
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
調
べ
て
い
る
と
、
紹
介
さ
れ
た

料
理
の
感
想
を
書
き
込
む
ペ
ー
ジ
が
あ

り
ま
し
た
。「
お
い
し
か
っ
た
」「
あ
り

が
と
う
、
ま
た
作
り
ま
す
」
な
ど
と
い

っ
た
感
想
に
交
じ
っ
て
、
料
理
の
作
者

を
否
定
す
る
よ
う
な

書
き
込
み
が
あ
り
ま

し
た
。「
こ
ん
な
料

理
を
紹
介
す
る
な
ん

て
信
じ
ら
れ
な
い
」

と
い
う
内
容
で
す
。

実
際
に
は
も
っ
と
ひ

ど
い
言
葉
が
使
わ
れ

て
い
ま
し
た
。「
何

で
、
こ
ん
な
こ
と
を
」

す
っ
か
り
嫌
な
気
持

ち
に
な
っ
た
私
は
、

あ
る
こ
と
を
思
い
出

し
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
、
十
年
ほ
ど
前
、
私
が
ま
だ

中
学
生
の
時
の
こ
と
で
す
。
わ
が
家
に

初
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
私
は
毎
晩
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
に
か

じ
り
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
夢

中
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

あ
る
日
、
私
が
通
う
中
学
校
に
関
す

る
書
き
込
み
を
見
つ
け
ま
し
た
。
そ
こ

に
は
、
私
た
ち
生
徒
が
読
め
ば
、
だ
れ

の
こ
と
か
す
ぐ
に
分
か
る
よ
う
な
書
き

方
で
、
こ
ん
な
こ
と
が
書
き
込
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

　
「
Ａ
さ
ん
は
怖
い
人
と
仲
良
し
で
、

悪
い
こ
と
い

っ
ぱ
い
し
て
い

る
。
危
な
い
か

ら
気
を
付
け

て
」

　

そ
の
書
き
込

み
を
真
に
受
け

て
、
Ａ
さ
ん
と
距
離
を
置
い
た
私
で
す

が
、
あ
る
日
、
Ａ
さ
ん
と
偶
然
一
緒
に

帰
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

書
き
込
み
の
こ
と
や
、
距
離
を
置
い
た

こ
と
へ
の
う
し
ろ

め
た
さ
で
、
心
は

も
や
も
や
し
て
い

ま
し
た
。

　

そ
ん
な
私
の
思

い
を
よ
そ
に
、
Ａ

さ
ん
は
と
て
も
気

さ
く
で
し
た
。
部

活
の
話
や
休
み
の

過
ご
し
方
、
小

学
校
の
頃
の
話
な

ど
、
気
が
付
け
ば

私
も
お
し
ゃ
べ
り

に
夢
中
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
あ
の
書
き
込
み
、
何
や
っ
た
ん
か

な
…
」

　

そ
れ
か
ら
、
私
は
あ
ま
り
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
し
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

ま
で
見
て
き
た
情
報
は
、
本
当
に
正
し

い
も
の
だ
っ
た
の
か
、
そ
ん
な
思
い
が

頭
か
ら
離
れ
な
く
な
っ
た
か
ら
で
す
。

　

あ
れ
か
ら
十
年
以
上
た
っ
た
現
在
で

も
、
こ
う
し
た
書
き
込
み
は
減
っ
て
い

ま
せ
ん
。
あ
の
日
感
じ
た
気
持
ち
を
忘

れ
ず
に
、
情
報
を
見
極
め
る
力
を
つ
け

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

ひまわり

～人権尊重をくらしのなかに～～人権尊重をくらしのなかに～

No. 432

ご意見は人権・男女共同参画推進室（ご意見は人権・男女共同参画推進室（ 63‐7909）へ63‐7909）へ

「
そ
の
情
報
、
ホ
ン
ト
？
」

「
そ
の
情
報
、
ホ
ン
ト
？
」

広告 広告

名
張
市
総
合
計
画
「
新
・
理
想
郷
」プ
ラ
ン

次
号
予
告

全国健康保険協会（協会けんぽ）三重支部からのお知らせ

お問い合わせ先…全国健康保険協会三重支部 ☎059‐225‐3311（代表）

平成 28年 3月分（4月納付分）から健康保険料率が変わります。

※全国健康保険協会三重支部発行の健康保険証をお持ちの方が対象です

【健康保険料率】 9.94％ 9.93％
【介護保険料率】 1.58％ 1.58％（変更なし）

平成28年3月以降～現行

N

野球場
夏
見
橋

陸上競技場

総合 体育館

名張
警察署大駐車場

臨
時
駐
車
場

協力金　が
必要です

対面通行が困難です。
国道などを利用して
ください。

P

P

P

※

イベント会場

ダイベア

市役所駐車場

国道165号

提灯点灯（3月25日金～4月17日日まで）
　開催期間中、午後６時30分ごろから、桜並木
の提灯を点灯します。また、午前９時30分から
午後９時30分まで、中央公園内の一部区間を歩
行者天国として開放しています。
◎交通規制や提灯点灯の期間は、開花状況によ
り変更します。

日時　４月9日土 午前10時～午後４時
　　（荒天の場合は10日日）
場所　名張中央公園（夏見）
内容　学生の発表展～学縁祭～、模擬店、
　ステージイベント、フリーマーケットなど

イベント日

名張桜まつり期間中「ナッキー号」は
総合体育館バス停に止まりません

　桜まつり開催期間中（3月25日金～4月17日
日）、総合体育館前の道路が車両通行止めに
なるため、コミュニティバス「ナッキー号」
は、総合体育館バス停に止まりません。
　総合体育館、中央公園へは、名張市役所バ
ス停で降車してください。

 都市計画室　  63‐7749

 名張桜まつり実行協議会
　（名張商工会議所内）  63‐0080
※イベント開催日は  0180‐99‐3939へ

桜まつり実行協議会ホームページ
　  http://www.nabari.or.jp/sakura/

開催期間・イベント日

～春いちばんのおもてなし～

「ボランティアガイドと
　歩こう」参加者募集

日時／コース　▼4月25日／大谷方面・頓
と ん こ

子地蔵
　▼ 5月 23日／新田水路
　▼ 6月 27日／比奈知ダム
　▼9月 26日／桔梗が丘～アスピア付近の伊

賀線西名張駅跡（小谷古墳）
　▼10月24日／オキツモ（夏見廃寺・展望台）
　▼ 11月 28日／錦生（鹿高神社・兵

ひ よ ど

頭の瀬）
※全て第4月曜日。午前９時30分～正午
定員　各40人　参加費　1回200円（保険料含む）
申込　各開催日までに、参加希望日、氏名、住所、
生年月日、電話番号を書いて、はがき（〒518
‐0713 平尾3225‐10）、ファクスなどで問い
合わせ先へ。集合場所などは後日連絡します。

 （一社）名張市観光協会　   63‐9087　

       午前9時30分～午後9時30分
       （開催期間中）　
    ★イベント日は午前8時～午後9時30分

 午前9時～午後4時（イベント日のみ）

【車両通行止め】

※総合体育館前の大駐車場は、イベント日
　のみ協力金（500円）が必要

【イベント日無料シャトルバスを運行】
「アピタ名張店」と「ダイベア前」を結ぶ
無料シャトルバスを運行します。

第21回名張桜まつり
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